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要約 
 
本研究は、教室で実際に起こったコミュニケーション出来事を出発点とし、教師
や生徒が使用する言語の様々な「再帰性」に着目しながら、教室内で・教室外へ展
開するメタ・コミュニケーション、および、その連鎖を辿ることによって、「教室で
英語を学ぶ」ことの社会文化的実践としての多層性を明らかにするとともに、その
ような研究を遂行する際に参照できる「発見的枠組み」を構築することを目指すも
のである。 
全体への序として位置づけられる第 1 章では、「教室の談話と再帰的言語：メタ・
コミュニケーションの連鎖が織り成す『教室で英語を学ぶ』ことの諸層」という問
題設定そのものを可能にしている四つの前提を、「教室」という場所の性格、教育言
語人類学、第二言語習得研究の流れ、言語使用の再帰性の観点から示し、研究の目
的と意義を定めた。 
第 2 章「記号論的出来事としての『コミュニケーション』と言語使用のコンテク
スト指標性：言語人類学の一般コミュニケーション論」では、本研究が理論的枠組
みとして援用する「社会記号論系言語人類学」の一般コミュニケーション論を提示
した。この「一般コミュニケーション論」の原初的な形である、ロマン・ヤコブソ
ンとデル・ハイムズによるコミュニケーション論の要点を先ず押さえたうえで、社
会記号論系言語人類学の一般コミュニケーション論において鍵となる、「オリゴ」「コ
ンテクスト化」「テクスト化」等の諸概念、加えて、「メタ語用」的機能を果たす諸
記号を体系的に論じ、本研究を貫く原理（世界観）を明示した。 
第 3 章「『教育言語人類学』という視座」では、言語人類学の枠組み・方法を教
育の研究へ援用した「教育言語人類学 (linguistic anthropology of education)」について、
その学術的な流れ、何が問題とされてきたか、どのような事象が研究の対象となっ
てきたか、といった点を中心とした記述を行いながら、「教育言語人類学」の潮流の
中に本研究を位置づけた。その上で、第 4 章「データと分析方法」では、本研究の
基盤となったフィールドワーク先である埼玉県の某単位制公立高校、分析対象とな
っている「英会話」の授業と教師（ALT を含む）・生徒たち、および、データについ
て記した。 
  
そして、第 5 章から第 8 章で、「メタ・コミュニケーションの連鎖が織り成す
『教室で英語を学ぶ』ことの諸層」を段階的に、また、次の章が前の章を批判的に
．．．．．．．．．．．．
相対化する
．．．．．
形で描き出した。第 5 章「生徒は『ネイティヴ・スピーカー』にいかに
出会ったか：教室における『邂逅』のポエティクス」では、Cathy 先生（仮名；以
下、同様）の弟・Ryan が「スペシャルゲスト」として教室を訪れた 1 学期最初の
「英会話」の授業を分析した。分析を通じ、この授業における生徒と Ryan の「出
会い」が、 (1) アイデンティティの対照ペアを駆使したお膳立て、(2)「IRE 構造」
の反復を含む、相互行為の展開と参加の仕方の強固な「詩的構造化」、そして (3) 教
師の「メタ語用的操作」を通じた、「教育の場に不適切な内容」の締め出し、以上を
特徴とするコミュニケーション出来事の堆積を通じて生み出された「相互行為のテ
クスト」であったことを明らかにした。同時に、上記のような「相互行為のテクス
ト」が生み出される傍らで、生徒が互いの「質問」や Ryan の「答え」などにまつ
わる「メタ・コミュニケーション」を行っていた事実を掬い取ることで、本章で整
合的に示すことができた「相互行為のテクスト」とは全く別の「相互行為のテクス
ト」が生徒の間で生み出されていた可能性を指摘した。 
第 6 章「IRE とその分身：生徒のメタ語用的言語使用から迫るもう一つの現実」
では、2 学期最初の「英会話」の授業で、新任 ALT・Mr. Loper を交えて行われた、
同様の「インタヴュー」を含むアクティヴィティを取り上げた。特定の女子生徒 4 名
が「グループ・ワーク」内で質問を考える際に生起した「メタ・コミュニケーショ
ン」に特に焦点を当て、「メイン・アクティヴィティ」における彼女らの「ボーナス・
クエスチョン」をめぐる相互行為の展開を、教室全体に共有されている談話と、彼
女ら 4 名のみによって共有されている談話の両者を突き合わせながら、分析を展開
した。このような分析を通じて、“Have you ever eaten tarako?” という彼女らの「質問」
が、「授業に正当な手続きで参加する」、「新任の ALT を試し、教師・他のクラスメ
ートと彼女らとの間の距離感や関係を操作・調整する」という二つの異なる「行為
の枠組み（フレーム）」を同時に維持していることが詳らかとなった。そして、これ
らのことから、(1) 教室においては複数の「行為の意味」が同時に、多層的に生み出
されていること、(2) そのような複数の「行為の意味」が多層的にもたらされること
そのものが、教室で生徒が使う「英語」の多機能性を指し示していること、(3) この
教室には「授業」に還元され得ない、もう一つの「現実」が存在すること、以上を
  
結論づけた。さらに、授業中の教室に同時に存在する「現実」はこれら二つだけか、
という第 5 章と同様の問いを発することにより、さらに異なる「相互行為のテクス
ト」が併存している可能性を確認した。 
第 7 章「『出来事』と『出来事』が入り組むところ：間ディスコース性、ジャン
ル、クロノトポス」では、第 5 章と第 6 章で明らかになったこと、および、それ
らの相対化を正面から引き受け、「間ディスコース性」「ジャンル」「クロノトポス」
の分析概念を組み合わせた「発見的」枠組みを整備し、教室における「現実」の複
数性が「メタ・コミュニケーション」という実践を通じてどのように生み出されて
いる（編成されている）のか、具体的、かつ原理的な考究を行った。「間ディスコー
ス性」を通じて互いに指し示し合う「ジャンル化」された実践を教室の中から特定
することで、「詩的な時間が刻む教育的非日常」である「授業」のクロノトポス、「素
点が刻み込む『表』の異世界」である「課題・試験と成績」のクロノトポス、「『学
校』における諸活動と高校生の間の政治的日常」である「学校生活」のクロノトポ
ス、少なくとも以上の極めて性格を異にする三つのクロノトポスが、授業時間中の
教室に併存していることを示した。さらに、このような「クロノトポスの併存」を
基礎とし、「パフォーマンス」の補助線を引くことで、「『英語』が媒介する、複数の
『ジャンル』・『クロノトポス』の間における『メタ・レヴェル』を巡る運動」とし
て、「教室で英語を学ぶ」ことのクロノトポスを措定した。しかし、この結論も、「ジ
ャンル」が実際に起きている「出来事」と直截に一対一対応せず、異なるコンテク
スト的要素を指し示す他の記号と多層的に絡み合いながら、その場での行為・出来
事の意味を立ち上げている、というコミュニケーション論的事実によって相対化さ
れ得る。ここから、(1) コミュニケーション出来事の立ち上げに貢献する多様な「コ
ンテクスト化」の過程が「ジャンル化」のプロセスに不可避的に入り込むことで、「ジ
ャンル」とその他のコンテクスト的要素との間に相互作用が生まれること、そして、
(2) 学校や教室が「社会」の中に存在する以上、授業時間中の教室で起こるコミュニ
ケーション出来事に関連づけられるコンテクスト的要素を、学校、特に教室の中だ
けに求めることはできないことを認め、教室から「外」へ向かう契機を導いた。 
第 8 章「考察：『特定の「学び」を結果としてもたらす出来事の連続性』を見出
すために」では、第 5 章から第 7 章を通じて経験的、原理的、批判的に積み上げ
てきた視座をさらに引き受け、最終的な考察を展開した。本章では、最近の社会言
  
語学・言語人類学においてコンテクスト（化）の「複雑性」を描出する際にしばし
ば援用される、「スケール」の概念を導入し、「教室」および「学校」の外にあるコ
ンテクストを招き入れつつ、コンテクスト化のプロセスの階層性や流動性も視野に
入れることで、本研究でここまでに示してきた「複数の『現実』が併存する授業時
間中の教室」をより広い、かつダイナミックな「コミュニケーション論的全体」の
中に置くことを試みた。第 7 章で示した三つのクロノトポスを、教室外、学校外の
コンテクスト的要素とともに「スケール」の階層に組み入れながら、最終的に、「『メ
タ・コミュニケーションの「オリゴ」』に投錨された『スケール』の競合が織り成す
『相互行為のテクスト』としての『英語』」という結論を導出し、このことによって、
他の「教室で英語を学ぶ」実践を分析する際にも使用可能な「発見的枠組み」を提
示した。 
終章となる第 9 章「結論と展望：『コミュニケーション論』が切り拓く『英語教
育』の可能性」では、本研究で行った記述全体を基盤として、「教室で英語を学ぶ」
ことをどのように見立てることができるか、より一般的な「英語教育」の文脈に引
きつけながら、総括的な結論を提示した。本研究の限界と今後の展望を踏まえつつ、
本研究で明らかにできたことに基づいて、敢えて一般向けの言説を形成することで、
本研究が「日本の英語教育」というやや「スケール」の大きな語りの資源にもなる
ようにすることを目指した。特に、今日の日本の英語教育において「コミュニケー
ション」という言葉が氾濫しているように見えることを踏まえ、「コミュニケーショ
ン」に関する原理的な説明を加えることができ、「授業」を分析する際に援用するこ
ともでき、かつ、「教える内容」を構想する際に参照することもできるような枠組み
としての「コミュニケーション論」の重要性を示唆した。 
